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論文の概要及び判定理由 
本論文では、①リング拘束加熱試験によるポリマーセメントモルタル(以下、ＰＣＭ)の爆

裂評価を行い、爆裂の要因である熱応力と水蒸気圧の作用について定量的に評価している。

また、②ＰＣＭの爆裂のメカニズムについて、熱分析とＳＥＭ観察により考察している。 
さらに、③ＰＣＭの爆裂抑制方法として、ナイロン繊維を混入する方法について検討し爆

裂が抑制できることを確認している。本論文で得られた知見は、ポリマーセメントモルタ

ルの耐火性に関する研究分野の発展に大きく寄与するものであり、博士（理工学）の学位

に値するものと判定した。 

 
以上の理由から、博士（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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